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佐
分
利
保
雄

コ
レ
ラ
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
初
め
て
日
本
に
侵
入
し
た
。

人
々
は
こ
れ
を
三
日
コ
ロ
リ
と
呼
ん
で
恐
れ
た
。

当
時
の
人
々
も
、
コ
レ
ラ
は
消
化
器
伝
染
病
と
認
識
し
、
経
口
感
染

と
考
え
、
あ
る
種
の
食
物
を
特
に
恐
れ
た
。
こ
れ
ら
の
食
品
を
仮
り
に

禁
忌
食
品
と
呼
び
、
時
代
的
に
変
遷
し
た
経
過
を
た
ど
っ
て
見
た
。

再
発
足
し
た
。

小
太
郎
漢
方
製
薬
（
株
）
の
漢
方
製
剤
が
製
造
・
発
売
さ
れ
た
の
は

昭
和
三
十
二
年
で
あ
る
。
同
社
は
同
年
、
研
究
所
、
工
場
を
整
備
し
、

桑
野
重
昭
氏
を
所
長
に
迎
え
た
。
同
氏
は
後
に
漢
方
煎
液
を
抽
出
の
後

に
減
圧
濃
縮
・
乾
燥
す
る
真
空
（
減
圧
）
泡
沫
乾
燥
法
に
成
功
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
当
時
の
行
政
の
承
認
書
類
は
現
存
し
な
い
と
さ
れ
、

僅
か
に
当
時
の
適
応
症
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
承
認
の
基
準
も

不
明
で
あ
る
。

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
に
当
時
の
行
政
の
承
認
書
類
は
あ

る
が
、
上
記
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
と
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）

に
医
薬
品
製
造
承
認
指
針
が
刊
行
さ
れ
、
漢
方
製
剤
の
整
備
の
道
は
進

ん
で
い
く
。

（
平
成
十
五
年
九
月
例
会
）

コ
レ
ラ
に
対
す
る
禁
忌
食
品
の
時
代
的
変
遷

一
八
二
二
年
、
最
初
の
流
行
で
は
、
山
田
椿
庭
が
、
酒
、
う
な
ぎ
、

そ
ば
、
糖
（
こ
う
）
、
ね
ぎ
、
標
、
柿
、
と
く
に
イ
ワ
シ
、
姻
魚
を
禁
忌

と
し
た
。

一
八
五
八
年
、
第
二
回
目
の
流
行
の
時
ポ
ン
ペ
は
、
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、

マ
グ
ロ
、
タ
コ
な
ど
の
魚
類
と
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
ウ
キ
ビ
、
キ
ウ
リ
、
シ

マ
ウ
リ
な
ど
の
野
菜
を
禁
じ
た
。

一
八
六
二
年
、
第
三
回
目
の
流
行
の
時
も
ポ
ン
ペ
は
長
崎
に
居
た
の

で
上
記
の
食
品
が
禁
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

明
治
前
半
”
ベ
ル
ッ
は
瓜
類
と
く
に
真
瓜
、
西
瓜
を
廃
棄
し
、
未
熟

な
果
物
、
野
菜
を
禁
じ
、
肉
類
を
す
塾
め
た
。

明
治
十
二
年
二
八
七
九
）
に
は
カ
ニ
、
カ
ン
テ
ン
、
ト
コ
ロ
テ
ン
、

ヒ
ジ
キ
、
ア
ラ
メ
な
ど
の
海
草
と
ナ
ン
キ
ン
、
ナ
ン
バ
キ
ビ
を
禁
じ
た
。

（
明
治
十
七
年
、
一
八
八
四
コ
ッ
ホ
が
コ
レ
ラ
菌
を
発
見
）

明
治
後
半
、
大
正
時
代
に
な
る
と
、
魚
類
を
恐
れ
た
。
大
正
十
一
～

十
四
年
（
一
九
二
二
～
二
五
）
に
は
十
六
府
県
で
、
三
ケ
月
問
漁
業
が

禁
止
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
百
台
湾
バ
ナ
ナ
を
焼
却
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
旨
習
志
野
事
件
発
生
”
渡
航
歴
の
な
い

宿
泊
客
が
エ
ル
ト
ー
ル
コ
レ
う
に
か
ぁ
り
二
十
九
時
間
後
に
死
亡
し

た
。
輸
入
紋
甲
イ
カ
が
疑
わ
れ
た
が
、
コ
レ
ラ
菌
は
検
出
さ
れ
な
か
た
。

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
百
池
之
端
結
婚
式
場
事
件
が
発
生
、
四

十
四
人
の
患
者
、
保
菌
者
が
出
た
。
し
か
し
食
品
か
ら
は
コ
レ
ラ
菌
が

検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
、
輸
入
食
品
か
ら
初
め
て
コ
レ
ラ
菌
が
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検
出
さ
れ
た
。
以
後
、
昭
和
五
十
九
年
二
九
八
四
）
ま
で
○
～
十
一

件
の
コ
レ
ラ
菌
陽
性
の
食
品
が
流
入
し
た
。
食
品
は
エ
ビ
類
が
主
で
、

輸
入
先
は
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
あ
る
。

コ
レ
ラ
菌
が
発
見
さ
れ
て
お
よ
そ
百
年
経
て
、
よ
う
や
く
食
品
か
ら

コ
レ
ラ
菌
が
検
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
前

に
禁
忌
食
品
と
さ
れ
た
も
の
は
推
量
に
過
ぎ
ず
、
恐
ら
く
コ
レ
ラ
予
防

に
は
役
立
た
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
平
成
十
五
年
九
月
例
会
）

中
神
琴
渓
引
害
孜

そ
の
医
学
思
想
に
つ
い
て
の
文
献
学
的
概
観

舘
野
正
美

中
神
琴
渓
（
寛
保
四
（
一
七
四
四
）
年
～
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
）
、

一
代
の
天
才
的
医
家
で
あ
る
。
一
時
、
吉
益
東
洞
の
門
を
く
ぐ
っ
て
そ

の
教
え
を
受
け
、
彼
自
身
も
東
洞
を
尊
称
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
尚
八
規

則
を
離
れ
Ｖ
た
融
通
無
碍
の
治
療
法
を
展
開
し
、
大
い
に
実
續
を
挙
げ

て
活
躍
し
た
、
文
字
通
り
、
稀
代
の
傑
物
で
あ
る
。

琴
渓
の
こ
の
自
在
閼
達
の
天
性
は
、
遺
体
の
解
剖
に
立
ち
合
い
、
傷

寒
・
金
置
に
縛
ら
れ
な
い
臨
機
応
変
の
処
方
を
施
し
た
こ
と
で
も
十
分

に
伺
わ
れ
る
所
で
は
あ
る
が
、
更
に
、
実
際
い
さ
さ
か
皮
肉
な
こ
と
な

が
ら
、
一
時
は
〃
三
千
人
″
と
言
わ
れ
た
門
弟
に
八
口
授
面
命
Ｖ
の
教

え
を
施
し
つ
つ
も
、
真
の
〃
中
神
流
″
の
後
継
者
は
、
遂
に
一
人
も
現

わ
れ
て
来
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
見
て
も
、
ま
た
明
ら
け
し
所
で
あ

ろ
う
。
正
に
〃
一
代
限
り
″
の
天
才
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
中
神
琴
渓
が
一
体
い
か
な
る
医
学
思
想
を
有
し
て
い
た

か
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
上
記
の
如
き
人
物
像
か
ら
し
て
、
極
め
て
興

味
が
持
た
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
そ
の
医
学
思
想
を
解
明
す
る

こ
と
は
、
ひ
と
り
江
戸
時
代
の
古
医
方
の
流
れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
み

な
ら
ず
、
日
本
人
的
医
療
観
・
医
学
思
想
の
あ
り
方
を
省
み
る
上
で
も
、

稗
益
す
る
所
ま
こ
と
に
大
な
り
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
管

見
の
及
ぶ
限
り
、
未
だ
十
分
に
は
論
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
琴
渓
は
今
だ
に
〃
謎
の
人
″
の
域
を
脱

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
の
中
神
琴
渓
の
医
学
思
想
を
解
明
す
る
に
当
た

り
、
ま
ず
そ
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
彼
の
「
生
生
堂
雑
記
」
・
『
生
生

堂
医
諄
」
・
『
生
生
堂
養
生
論
」
・
『
生
生
堂
傷
寒
約
言
』
等
の
著
書
に
お

い
て
見
ら
れ
る
引
用
書
目
の
分
析
を
通
じ
て
、
彼
の
学
問
的
傾
向
を
窺

い
、
以
て
そ
の
医
学
思
想
の
解
明
に
資
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
著
述
に
お
け
る
引
用
書
目
の
傾
向
は
、
自
ず
と
そ
の
学
問
の
傾
向
を

明
瞭
に
し
、
か
つ
そ
の
思
想
自
体
ま
で
を
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
琴
渓
の
上
記
論
著
四
種
に
お
け
る
引
用
書
目
は
、
総

計
二
十
九
種
、
そ
の
内
の
ほ
と
ん
ど
が
「
論
語
』
・
『
孟
子
」
・
『
史
記
」

等
の
中
国
の
古
典
で
あ
る
。
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
内
で
も
群
を
抜
い
て

引
用
回
数
の
多
い
「
論
語
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。


